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Ⅰ．現状までの検討結果 
 

1.活用資源の抽出・整理 

1.1 自然的活用資源 

(1)沖縄市陸域部における活用資源 
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(2)泡瀬地区・人工島周辺における活用資源 
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1.2 社会的活用資源 

(1)沖縄市における活用資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脈々と受け継

がれる伝統芸

能や伝統工芸 

海と結びつい

た暮らし 

様々なジャンル

の音楽が共存す

るコザの音楽 

リサイクルポー

トとして発展す

る中城湾港 

泡瀬の京太郎、ウスデー

ク、エイサー、三線、太

鼓、竹細工、知花花織 等

沖縄民謡（島唄）、オキナ

ワンハードロック、ネイチ

ャーサウンド 等 
製塩の歴史、塩田跡地 

泡瀬漁港、泡瀬ハーリー

アーサ摘み、潮干狩り、

イザリ漁 

流通加工施設、倉

庫 等 
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(2)泡瀬地区・人工島周辺における活用資源 
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2.環境学習等の課題抽出 

学童が実施する総合学習（環境学習）及びエコツアー実施上の問題点や課題について整理抽出す

ると、以下に示すとおりである。 

 

表－1.2.1 環境学習等の問題・課題 

課題項目 問題・課題 

環境学習実施上の問題

点・課題 

○総合学習（環境学習）の題材となる自然環境・社会環境を効果的に活用す

るための方策を、多方面から検討・構築することが必要である。 

○実際の学習プログラム作成にあたっては、小学生等の総合学習への活用に

は児童の学習意欲や興味を持たせるための方策検討（遊びの要素を加える

等）を行うことが必要である。 

○環境学習の積極的な推進のための検討が必要であり、そのための、諸団体

へのヒアリング調査等の実施など、実現に向けた努力が必要となる。 

○背後既存施設との連携により、多彩なプログラムを提示することが望

ましい。 
○高質かつ魅力的な環境学習を実現するために、国際的な機関や団体との連

動方策を検討することが必要である。 

○体験の実感を確実なものとするための発表の場の構築や表彰制度など、多

岐にわたるフォローを検討することが必要となる。 

 

 

自然体験実施上の問題

点・課題 

○インタープリターの養成など、既に指導している県内の団体（ネイチャー

ワークス等）等の協力を得て、地元から新たに人材を確保することが課題

となる。 

○時間に余裕を持って楽しむためにも宿泊施設等の設備が必要となること

から、既存宿泊施設の活用や人工島内新規整備施設との連携、さらには、

効果的な自然体験の実施のための適切な施設整備計画などが必要である。

○ソフト面の検討（プログラム構築、実施推進団体・連携協力体制、PR 手

法、資源管理など）も、同時に検討することが必要である。 

○コンセプトが共通する周辺の観光地（世界遺産等）との組合せによる多様

なコース設定の検討が必要となる。 

○水産関係者、農業関係者、商工会等、地域全体の連携により地域活性につ

ながる施策を具体的に検討していくことが望ましい。 

 

 

 

3.地域住民の意向の整理 

○東部海浜開発に係る市民アンケート（平成 5年 7月） 

 

 

 

 

 

 

 

○市が置かれている現状の問題点として、観光資源の少なさや、市内での就業機会の少なさが

挙げらており、東部海浜開発計画による地域経済の活性化が求められている。 

○市行政施策に対する要望としては国際化に対応できる中城湾港の開発が望まれている。 

○東部海浜開発計画においては、市民が日常的に楽しめるスポーツレクリエーションの場の形

成、新たな観光資源として集客力の向上が期待できる大規模な人工海浜の整備を望む回答が

多い。 
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①学習対象は広範で、総合的である 

4.環境利用の方向性の検討、設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.既往プログラム事例の整理 

5.1 環境学習プログラム 

(1)事例に見る環境学習プログラムの特徴 

 

環境学習で扱う内容は、地球温暖化やオゾン層の破

壊などの地球規模での環境から、動植物などの身近な

「自然環境」、人的環境、施設、エネルギー消費や経済

活動などの「生活環境」、地域の歴史・文化・食といっ

た「文化環境」など、幅広い要素が対象となっている。 

また、地域の木等、暮らしに身近な素材を取り上げ

て「気付き、関心」を呼び起こし、さらにはその素材

と自らを含む環境との相互関係を考える総合的なプロ

グラムである。 

② 

環境教育の目標は、参加者のライフステージにより異なるものである。 

事例では、幼児期には直接体験を通して自然と人に対する関心や感性を養い「気づき、関心を

持つ」、就学期では自然に対する知識や自然に対する技術を学ぶ「知識を深める」等、学習者の

年齢等に応じた目標とアクティビティが設定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1.5.2 ライフステージと環境学習プログラムの目標 

【自然環境】 
自然景観 

野生動植物 等 

【生活環境】 
大気、土壌 

騒音、廃棄物 

水質、施設 等  

【文化環境】
文化、歴史、集落

やまちなみ 等

【地球環境】 
地球温暖化、オゾン層破

壊、酸性雨、海洋汚染

等

図－1.5.1 環境学習プログラムの対象

高齢期 

就労期 

就学期 

幼児期 
・自然とのふれあいを通じた自然理解 
・豊かな感受性の育成 

・環境を守り、育てる心の醸成 
・人と環境の関りの認識 
・解決能力の醸成 
・責任ある行動力の養成 

・人と環境の関わりの認識 
・地域における実践活動への参加 
・青少年に対する指導 

・地域における実践活動への参加 
・青少年に対する指導 

1．関  心 

2．知  識 

3．態  度 

4．技  能 

5．評価能力 

6．参  加

②学習者のライフステージを踏まえたプログラムである 

方向性１ 

方向性 2 

方向性３ 

方向性４ 

方向性 5 

環境利用学習推進のためのシステムの構築 

社会環境を活用した学習の推進 

自然環境を維持し、持続的に利用するための資源管理を行う 

周辺の既存資源をも活用した環境利用学習プログラムの確立 

海事に関わる環境利用学習の展開 
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③自らが課題を見つけて学び、考えるプログラムである 

①地域の自然環境資源、社会環境資源を活かした多様なアクティビティ 

②利用者と地域の人とのふれあいを大切にしたプログラム 

 

自然を観察したり調べることを通して、自ら疑問や不思議を発見し、仮説を立てながら

観察することや、生きものの暮らしを理解したり自然の法則性について発見できる力を養

う（学び方を学ぶ）プログラムである。 

 

5.2 自然体験活動プログラム 

(1)自然体験活動プログラムの特徴 

 

美しい海や山等、地域の自然的資源を活かし、利用者が地域の自然を理解し、楽しむこ

とができるアクティビティを用意している。また、本来主流であった自然体験、共同体験

だけでなく、工芸（クラフト）等の芸術活動、史跡めぐりや地場産業見学等の地域体験活

動等、多様化している。 

 

自然体験指導員（インタープリター）だけでなく、漁業等に携わる地域の人が実際に漁

業体験指導をする等、地域の人材を積極的に活用し、利用者と地域の人とのふれあいを大

切にしたプログラムが多く見受けられる。 
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6.(仮称)泡瀬地区環境利用学習プログラムの目標 

6.1 環境利用学習プログラムの対象者 

（仮称）泡瀬地区環境利用学習プログラムの対象者を、マリンシティ泡瀬の居住者をはじめと

する沖縄市民、及び県内外からの観光客とする。 

6.2 環境利用学習プログラムの目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3 環境利用学習プログラムのテーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1.6.1 環境利用学習プログラムテーマ 

 

○自然とのふれあいや様々な実体験を通じて、環境への関心を深める。家庭や地域

社会、企業などの日常生活や事業活動が、環境に対して負荷を与える要因である

ことに気づく。 

○泡瀬地区内外の自然環境を保全し、自らの日常生活や事業活動を環境への負荷の

少ないものに転換していくために、自分は何をしなければいけないのか、何がで

きるのかを考える。 

○日常生活や事業活動の中で、市民や民間団体、事業者、行政といった様々な主体

が連携して、環境保全に向けた取り組みを実践し、継続的に発展・拡大する。 

(案)泡瀬地区環境利用学習プログラムの目標 

[環境学習の対象]           [泡瀬地区環境利用学習プログラムのテーマ（案）] 

[沖縄市と泡瀬のポテンシャル] 
【自然的資源】 

○泡瀬干潟と生き物 ○比屋根湿地のマングローブと生き物 ○亜熱帯の森林と生き物 

【社会的資源】 

○脈々と受け継がれる伝統芸能や伝統工芸  

○様々なジャンルの音楽が共存するコザの音楽 

○海と結びついた暮らし  

○リサイクルポートとして発展する中城湾港 

【マリンシティ泡瀬の自然的・社会的資源】 

○浅海・干潟・砂浜と生き物 ○泡瀬の自然に触れ、学習する施設 

○海洋文化を伝承する施設 ○海洋レクリエーション拠点 

○伝統芸能や伝統工芸、音楽など、沖縄市の民族文化を印象づける施設 

 

干潟生態系や、マングローブ生態系

等の自然観察や自然体験等の活動

を通じ、自然に対する興味や関心、

環境に対する知識を深め、自然環境

を保全する意識を醸成する 

 

伝統芸能を初めとする独自の文化

に親しみ、体験するなかで、郷土へ

の愛着心を育み、郷土文化を伝承す

る意識を醸成する 

 

海洋資源を利用した産業や文化を

知り、体験する中で、泡瀬の海を保

全する意識や、海洋文化を伝承する

意識を醸成する 

海洋文化 

泡瀬の自然

郷土文化

【自然環境】 
自然景観 

野生動植物 等 

【生活環境】 
大気、土壌 

騒音、廃棄物 

水質、施設 等  

【文化環境】 
文化、歴史、集落や

まちなみ 等 

【地球環境】 
地球温暖化、オゾン層破

壊、酸性雨、海洋汚染 等
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7.(仮称)泡瀬地区環境利用学習プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1.7.1 環境利用学習の推進に向けた導入施設（案） 
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「泡瀬ガイド倶楽部（仮称）」の設立 

支援システム 

◇ガイドの募集 

●募集広告：ガイドの募集広告については、幅広

く行う必要がある 

・沖縄市の広報に掲載 

・チラシやポスターを作成し、町役場や出先機

関等で配布、掲示などを、有効に活用する。

●対 象 

可能な限り制約条件を設けず募集すること

が望ましいが、ガイド活動を継続して行うには

肉体的な付加がかかることなどを考え、年齢や

居住地等について一定の制約を設けることが

必要となる。 

 

◇ガイドの育成 

募集の結果、集まったボランティアガイド応募

者に対して、一定期間の研修を行い、その後実践

の場で活躍してもらうことになる。 

研修は、講座形式の研修でガイドとしての基本

的事項を学んだ後、実地研修を行うといった 2 つ

の研修を経る形式をとることにより、効果的な成

果が期待できる。 

講座カリキュラムでは、観光対象及び地域の歴

史や文化、地域の産業、接客接遇について研修し、

講師はその研修の内容や目的に応じた適当な人物

を行政関係者、地元の郷土史家、観光業関係者、

サービス業関係者等の中から選定し、依頼する。

実地研修では、講座カリキュラムで学んだこと

を基に、ガイド間同士で実際に観光地等でガイド

を行う。 

また、研修期間が長くなると意欲の低下の恐れ

もあるため、短期間で効果的に行う必要がある。

 

◇ガイドの登録 

「インタープリター登録制度」の設定

ガイド組織の発足 募集条件の決定 

事務局開設 ガイドの育成 

観光関係者等へのＰＲ 

泡瀬ガイド倶楽部開始(仮称) 

募集の告知 

ガイド方法の決定 

泡瀬ガイド倶楽部（仮称）組織づくりスタート 

活動概要 

8.環境利用学習推進のためのシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 概 要 

環境利用学習の補助 ・環境利用学習の支援 

泡瀬及び周辺の紹介 
・泡瀬や沖縄市の簡単な紹介 

・個別観光地の紹介 

観光客からの質問への応対 
・観光客が興味を示した質問事

項に対して説明 

観光ルートの設定 
・観光客の滞在時間に応じたル

ートづくり 

フォローアップ 

・来訪のお礼、地域イベントの

紹介などの季節のあいさつや

再来訪を促す挨拶状の発送 
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9.地域住民、ＮＰＯ等諸団体及び学校の意向把握 

9.1 アンケート・ヒアリング調査の対象 

 

 

 

 

 

図－1.9.1 意向調査の対象 

9.2 アンケート・ヒアリング調査の目的 

表－1.9.1 アンケート・ヒアリング調査の目的 

区 分 アンケート調査の目的 

泡瀬地区地域住民 

・地域における特徴的な自然環境について把握する 

・地域における特徴的な社会環境について把握する 

・地域の自然・社会環境学習の認知及び参加経験について把握する 

・地域の自然・社会環境学習活動への興味・参加、協力について把握する

小・中学校関係者 

・泡瀬地区における環境学習や体験プログラムの活動状況を把握する 

・泡瀬地区における環境学習実施上の問題点・課題について把握する 

・泡瀬地区における環境学習実施の可能性を把握する 

・泡瀬地区における自然環境実施上の必要な支援について把握する 

ＮＰＯ等諸団体 
・泡瀬地区における自然・社会環境学習で興味を引かれるものを把握する

・泡瀬地区における自然・社会環境学習実施上の問題点・課題を把握する

・泡瀬地区における活動の可能性を把握する 

沖縄市及び周辺の

環境関連団体 

・泡瀬地区における自然・社会環境学習で興味を引かれるものを把握する

・泡瀬地区における自然・社会環境学習実施上の問題点・課題を把握する

・泡瀬地区における活動の可能性を把握する 

 

意識調査対象 

泡瀬地区地域住民

ＮＰＯ等諸団体 

小・中学校関係者
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9.3 アンケート・ヒアリング調査項目の検討 

(1)泡瀬地区地域住民へのアンケート調査 

地域住民の意向調査はアンケートによるものとする。アンケート調査は、以下の構成により行

うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泡瀬地区の自然環境について 

泡瀬地区における自然環境・社会環境に関連する活動について 

回答者属性について 

泡瀬地区の社会環境（歴史・文化、港、スポーツ等）について 

・泡瀬地区における特徴的・代表的な自然環境について 

・泡瀬地区において興味を引かれる自然環境について 

・泡瀬地区における自然環境の現状認識について 

・泡瀬地区における環境改善のための方策について 

・泡瀬地区における社会環境の現状認識について 

・泡瀬地区における特徴的・代表的な社会環境について 

・泡瀬地区において興味を引かれる社会環境について 

・泡瀬地区における自然環境・社会環境に関する活動の認知度について 

・泡瀬地区における自然環境・社会環境に関する活動の参加状況について 

・興味のある自然環境・社会環境に関する活動について 

・行うことがよいと思う自然環境・社会環境に関する活動について 

・参加したい自然環境・社会環境に関する活動について 

・協力したい自然環境・社会環境に関する活動について 

・性別 

・年齢層 

・職業 

・居住場所及び居住年数 
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(2)NPO 等諸団体へのヒアリング調査 

NPO 等諸団体の意向調査はヒアリング（対面調査）によるものとする。ヒアリング調査は、以下

の構成により行うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体について 

泡瀬地区における自然環境・社会環境に関連する活動について 

団体の活動について 

・団体の代表者・所在地について 

・団体のメンバー数について 

・設立の経緯や目的について 

 

・団体の主な活動内容・活動場所について 

・メンバー以外の参加者の特性について 

・活動の頻度について 

・最も必要な支援・補助等について 

・活動上の問題点や課題について（苦労話など） 

・泡瀬地区における活動の是非・可能性について 

・泡瀬地区における興味のある活動内容・場所について 

・泡瀬地区における活動の問題点・課題について 
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(3)小・中学校、高校、養護学校へのアンケート調査 

小・中学校及び高校、養護学校の意向調査はアンケートによるものとする。アンケート調査は、

以下の構成により行うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然環境に関する学習活動の実施状況について 

今後実施が考えられる自然環境・社会環境に関連する活動について 

学校について 

社会環境に関する学習活動の実施状況について 

・自然環境に関する学習活動の有無及び内容・場所について 

・子供たちの反応について 

・使用した教材・備品等について 

・問題点・課題、苦労した点などについて 

・興味のある自然環境・社会環境に関する活動について 

・実施予定のある自然環境・社会環境に関する活動について 

・実施したい自然環境・社会環境に関する活動について 

・実施するにあたって必要となるものについて 

・実施するにあたっての問題点・課題について 

・学校名 

・担当する学年・組の生徒数 

・回答教諭名 

・自然環境に関する学習活動の有無及び内容・場所について 

・子供たちの反応について 

・使用した教材・備品等について 

・問題点・課題、苦労した点などについて 


